
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼少期によくかかる病気の代表例として水ぼうそう（水痘）があります。これはウイルス性の病気で、一度

発症して治ってしまえばその後感染することはないとされています。しかしそのときのウイルスは長い間

体の中に潜伏しており、加齢などにより抵抗力が衰えてくると再び活動を始めることがあります。そうし

て帯状に痛みや発疹の出る「帯状疱疹」を発症します。ただし、子供の頃に水ぼうそうにかかったといって

も必ずしも帯状疱疹になるわけではなく、10 人に 1～2 人程度の確率とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯状疱疹は神経の通っている部分に現れます。ピリピリチクチクした痛みから始まり、しばらくするとその

部分が赤くなり、やがて水ぶくれになって神経痛のような激しい痛みをともないます。いちばん多いのは肋

間（ろっかん）神経のある胸から背中にかけてです。顔面にある三叉（さんさ）神経に沿って現れる場合は、

失明や顔面神経麻痺をともなうこともあるので特に注意が必要です。 

 

痛みが始まってから水ぶくれが治るまでの間は、通常約 3 週間～1 ヵ月です。痛みは水ぶくれが治るころ

に消えますが、治った後もしばらく痛むことがあります。これは「帯状疱疹後神経痛」と呼ばれ、高齢者に

多いものです。帯状疱疹後神経痛にまで進行する前に、できるだけ早く皮膚科で診てもらいましょう。 
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帯状疱疹を予防するためのワクチンは、現在以下の 2 種類があります。 

 

「ビケン」も「シングリックス」も帯状疱疹予防が目的のワクチンですので、組合では両方とも補助金交付の

対象となります。補助金の支給額は、肺炎球菌・水痘・流行性耳下腺炎の予防接種補助金と同額です。 

 

補助金の申請書は組合 HP よりダウンロードしてください。 

 

【申請方法】 

① 「肺炎球菌・水痘・帯状疱疹・流行性耳下腺炎予防接種補助金交付申請書」の写しに必要事項を記入

し、接種時に必ず医療機関に持参してください。 

② 接種時に、医療機関に申請書を提出し、接種証明を受けてください。 

③ 医療機関からワクチン名のわかる領収書を発行してもらってください。 

④ 接種後、「肺炎球菌・水痘・帯状疱疹・流行性耳下腺炎予防接種補助金 

交付申請書」に③の領収書の原本を添付し、組合に申請してください。 

 

 

 

 

 

 

 
作成：関東信越税理士国民健康保険組合 

さいたま市大宮区桜木町 4-376-1 

TEL：048-631-2211 FAX：048-644-3030 

     
こちらのＱＲコードをスマート 
フォンで読み込むと組合ＨＰへ 
アクセスできます。 

 

50 歳以上の方が対象です。 

補助金を利用して予防接種を受けましょう！ 

参考 ： 日本医師会 


